
 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年６月亀岡市議会定例会一般質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀岡市議会 



質問方式

６月１４日（火） 10:00～ 1 田中　　豊 一問一答

10:45～ 2 木曽　利廣 一問一答

11:30～ 3 冨谷加都子 一問一答

13:30～ 4 菱田　光紀 一　　括

14:15～ 5 馬場　　隆 一問一答

15:15～ 6 明田　　昭 一問一答

16:00～ 7 藤本　　弘 一問一答

６月１５日（水） 10:00～ 8 齊藤　一義 一問一答

10:45～ 9 並河　愛子 一問一答

11:30～ 10 竹田　幸生 一問一答

13:30～ 11 山本由美子 一問一答

14:15～ 12 奥村　泰幸 一　　括

15:00～ 13 三上　　泉 一問一答

６月１６日（木） 10:00～ 14 平本　英久 一問一答

10:45～ 15 石野　善司 一問一答

11:30～ 16 奥野　正三 一問一答

13:30～ 17 小川　克己 一　　括

14:15～ 18 酒井安紀子 一問一答

【注意】

質問者の日程については予定であり、議事の進行により変更する場合が

あります。ご了承ください。
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人
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個
人
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平成２８年６月亀岡市議会定例会　一般質問順序予定表

開催日及び開始予定時間 質問者

休憩　　

休憩　　

個
人
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平成２８年６月亀岡市議会定例会 一般質問通告書 

 

番

号 

質問者 

質問日時 
質問事項 質問要旨 答弁者 

1 田中  豊 

6 月 14 日(火) 

10:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 京都スタジア

ム（仮称）につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ＴＰＰについ  

 て 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 天川地内の産

業廃棄物問題につ

いて 

 ４月２７日、亀岡市都市計画公園及び京都スタジア

ム（仮称）に係る環境保全専門家会議の座長提言が提

出された。これに関わって以下の点を質問する。 

（１）「提言」に対する所見は。 

（２）京都スタジアム（仮称）の用地選定時に京都府

から示された条件はどうであったのか。 

（３）京都府から現計画地での建設を断念する旨の公

表があったのか。 

（４）「座長提言」に沿った検討をしているのはなぜ

か。 

（５）市長は５月３０日の定例会見で、「亀岡駅北土

地区画整理事業地」を移転先に検討し、「亀岡駅

北土地区画整理組合」と用地取得に向け協議を重

ねていることについて、議会や市民への説明の前

に報道機関に発表した理由は。 

（６）市民への説明責任を果たすべきと考えるが、ど

のように説明するのか。 

（７）議会や市内外の意見等に耳を傾けず、現計画地

に固執し続けてきた市や府の責任は重い。責任を

どう感じているのか。 

（８）京都スタジアム（仮称）建設計画を白紙に戻す

べきと考えるがどうか。 

 

京都府は過日、ＴＰＰの影響について試算を公表し

た。 

（１）亀岡市として亀岡経済への影響の試算をしたの

か。 

（２）試算したのならその結果はどうか。 

（３）政府の影響試算への所見は。 

（４）脅かされる食の安全への所見は。 

（５）ＩＳＤＳ条項に対する所見は。 

（６）ＴＰＰ協定に反対すべきでは。 

 

 天川地内に堆積された産業廃棄物の処理が遅々とし

て進んでいない。 

（１）この間、京都府とどのような協議を進めてきた

のか。 

（２）京都府に対して平成２８年度の予算措置を求め

てきたのか。 

（３）薭田野町自治会での地域こん談会で前市長が約

束したことはどうなったのか。 

（４）具体的な解決の方策と目途はどうか。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

副市長 

所管部長 

2 木曽 利廣 

6 月 14 日(火) 

10:45～ 

 

※一問一答 

１ 河川事業につ

いて 

 

 

 

平成２８年度以降の桂川改修の計画は、どのように

なっているのか。 

（１）本年度の保津工区の計画概要は。 

（２）平成３１年度までの５年間で約１７０億円の事

業費で進めている国の緊急治水対策事業は、桂川

市長 

所管部長 
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２ 京都スタジア

ム（仮称）建設に

ついて 

下流域（嵐山地区～淀川合流点までの区間）にお

ける３つの井堰（６号・４号・１号）の撤去や４

地区の河道掘削、大下津地区の引堤、嵐山地区の

堆積土砂撤去等であるが、本当に上流部にとって

効果があるのか。 

（３）平成２８年５月２５日、桂川・支川対策特別委

員会の桂川下流域の現地視察の中での質疑で疑問

に感じたことだが、桂川の上・下流一体の整備計

画について、亀岡市と京都府と国の考えは一致し

ているのか。 

（４）本市の逆流対策は、最終的に霞堤を締めること

と考えるが、どうか。 

 

栗山前市政３期目の選挙公約で進められてきた京都

スタジアム（仮称）建設について、５年数カ月間、多

くの市民の皆さんや支援団体・用地提供いただいた地

権者の皆さん、アユモドキを保全していただいた地元

保津町及び関係団体の皆さんに今になって、なぜ現在

の場所を変更しなければならないのかを説明する必要

があるのではないか、そして市議会にもさらに詳しく

説明すべきと考える。 

（１）環境保全専門家会議の座長提言はあったが、京

都府から亀岡市に考えは示されたのか。 

（２）環境保全専門家会議は、今の場所ではだめだと

して結論を出されていないのではないか。 

（３）長年にわたって議論してきた重要課題をしっか

り議論して、市民の皆さんに亀岡市は情報を提供

して説明する責任があると考えるが、どうか。 

（４）スタジアムに関係する予算を含む、議会で議決

した内容についても、場所変更するとしたなら市

民・議会に精査して説明する責任があると考える

が、どうか。 

（５）提言の中身でアユモドキに影響しない場所を示

すなら、現在の場所（曽我谷川左岸）がレッドゾ

ーンとするなら亀岡駅北土地区画整理事業地（曽

我谷川右岸）はイエローゾーンになるのではない

か。 

（６）京都スタジアム（仮称）建設は京都府の事業で

あるとすると、場所の決定の時は、桂川の治水、

亀岡市の上水の水源地、天然記念物アユモドキの

生息地であることは理解され、用地決定されたも

のと考えるが、どうか。 

（７）現在の予定地で、最近用地交渉が成立した場所

はあるのか。また、残りの地権者との交渉は今後

どのようにされるのか。 

（８）京都府の決定を受けて、亀岡市も賃貸から用地

取得へと前進させ、地権者の皆さんのご理解とア

ユモドキと共生できるサンクチュアリを設けて、

さらに公園の要件（建ぺい率）変更を含めて、議

会の議決をして進めたのでは、と考えるが、今な

ぜ用地変更なのか。 

（９）変更予定地の亀岡駅北土地区画整理事業地は、

裁判での係争事案を抱えているが、問題はないの

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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（１０）以上の観点から、時間をかけて問題点を議論

し、整理して市民理解を得て進められてはと考え

るが、どうか。 

（１１）最後に、今回の座長提言を受けて事業主体の

京都府の決定を受けてから判断して、急がずに十

分な議論をされてはと考える。京都府にとっても

亀岡市にとっても、また文化庁にとっても、市民

の理解も得て、長年の治水対策において一番いい

結論、策を考えてはと考えるが、どうか。 

 

3 冨谷加都子 

6 月 14 日(火) 

11:30～ 

 

※一問一答 

 

１ 亀岡市消費生

活センターの役割

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「かかりつけ

薬局」について 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

３ 食品ロス削減

について 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

近年、ネット社会の情報化、グローバル化が進み、

生活環境も複雑になり、消費者トラブル被害が増加し

ている。消費者安全法施行により亀岡市消費生活セン

ターが条例設置された。消費者行政の基盤強化と受け

止め、今後さらに市民の消費生活安定向上に寄与され

ることを期待する。本市の現状や課題、今後の展望を

問う。 

（１）消費者トラブルの相談件数とその内容、わかれ

ば直近の相談者の年代別内訳は。 

（２）消費生活センターの場所がわかりにくいとの声

を聞くが、案内掲示や看板設置の配慮は。 

（３）消費者被害防止のため、消費者教育の充実が課

題である。消費者教育の推進に関する法律の概要

は。 

（４）学校における消費者教育の現状と取り組みは。 

（５）地域における消費者教育の現状と取り組みは。 

（６）京都府消費者教育推進計画策定について、今後

の課題と所見は。 

 

国は、患者が飲む薬の情報を一元管理する「かかり

つけ薬局」の普及を推進している。これは、地域包括

ケアシステム構築のための役割も備えていると考え

る。本市における所見を問う。 

（１）かかりつけ医の役割の所見と本市における必要

性の啓発や具体的な取り組みは。 

（２）かかりつけ薬局の必要性、ニーズをどのように

考えているのか。 

（３）地域包括ケアシステムにおいて、かかりつけ医

の役割をどのように捉えているのか。 

 

世界では、９人に１人が栄養不足に陥っている。日

本では、年間２８０１万トンの食品廃棄物が発生して

おり、このうち４割近い６４２万トンが食品ロスと推

計されている。食品ロス削減について所見を問う。 

（１）食品ロスに対して市の認識は。 

（２）各自冶体では様々な食品ロス対策が行われてい

るが、本市の取り組みは。 

（３）ドギーバッグ（持ち帰り容器）利用についての

認識は。 

（４）フードバンク等への寄付の検討はどうか。 

（５）食育の観点から、児童生徒への取り組みは。 

 

 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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4 菱田 光紀 

6 月 14 日(火) 

13:30～ 

 

※一括 

 

１ 農林業生産高

の向上について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 安全安心な自

転車通行レーンの

確保について 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪市とほぼ同面積を有する亀岡市の６８％は山林

であり、耕地面積は１０％余りを有する府下有数の農

産物供給基地となっている。地域の自給率を高めるこ

とがひいては日本の自給力を高めることに繋がると考

える。 

（１）現在の農産物、林産物の生産高は。 

（２）Ｕターン、Ｉターンが多くあるが、定年帰農の

割合は。 

（３）定年帰農者による自給的農業、地域文化の継承

等地域を担う役割は大きいと思うが、所見は。 

（４）新規就農者や定年帰農者による農業生産の底上

げにより亀岡の自給率を高めることに繋げられる

ような施策が必要ではないか。 

（５）京都府では、「第３次食育推進計画」を策定し、

農業体験などを含めた食育に取り組む等、１３の

目標を設定している。亀岡市では、更にそれを深

める亀岡ならではの取り組みが考えられないか。 

 

交通の利便性を高めるとともに環境、健康にやさし

い交通手段として自転車がある。一方で自転車に関係

する事故も多いと聞く。安全安心な自転車運行のため

車道に自転車通行レーンやゾーンの設置が求められ

る。 

（１）亀岡市内にこのようなレーンやゾーンはどの程

度整備されているのか。 

（２）自転車を通学に利用している中・高等学校の周

辺に試験的にこのような取り組みを行い、実証実

験をしてはどうか。 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

5 馬場  隆 

6 月 14 日(火) 

14:15～ 

 

※一問一答 

 

１ 亀岡駅北開発

問題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省は、京都府の「南丹都市計画区域区分の変更」

について、都市計画法に基づく環境保全の見地からの

意見を求められたことから、平成２６年１月２１日、

国土交通省近畿地方整備局長に対し、環境大臣意見を

提出した。 

この意見書は「…アユモドキの保全を含む環境保全

措置が最善のものとなるよう、今後の実施計画の策定

及び事業実施に当たり…」５項目を「適切に実施する」

よう求めていた。この点での事業実施内容と市民への

公表を求める。 

（１）「専門家会議の意見の実施計画への反映につい

て」どう図られたのか。 

（２）「現況の自然環境の保全について」どう図られ

たのか。 

（３）「事業による周辺環境への影響について」 

①亀岡駅北の地下水脈はどこまで調査・分析された

のか。 

②地下水脈を寸断しない建築物の構造・設置・施工

は可能なのか。 

（４）この間の、亀岡駅北土地区画整理事業の工事に

ついて、事業者に説明し、事業内容に反映させた

のか。 

（５）モニタリングは実施されてきたのか。 

（６）水害常襲地の開発は、スタジアム建設以前に止

めるべきだが、所見は。 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

 

２ 子どもの貧困

対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの貧困対策は、子ども等に対する教育の支援、

生活の支援、就労の支援、経済的支援等の施策を、子

どもの将来がその生まれ育った環境によって左右され

ることのない社会を実現することを旨として講ずるこ

とにより、推進されなければならない。（「子どもの

貧困対策の推進に関する法律」第２条）との基本理念

に立った、関連分野における本市の総合的取り組みを

問う。 

（１）「子どもの貧困」に対する、市長の思いは。 

（２）実態の把握について 

①プライバシーに配慮しつつ、実態把握する必要が

あるが、考えを問う。 

②温かい社会環境の中で、子どもの実態をつかむ方

法への視点は。 

（３）（仮称）「健やか子どもみらい課」設置など、

子どもの貧困への体制を構築する必要があるが、

所見は。 

 

 

市長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 明田  昭 

6 月 14 日(火) 

15:15～ 

 

※一問一答 

 

１ まちづくりに

ついて（駅北・駅

南城下町地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公共施設につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去る４月２７日の全員協議会での説明の後、翌２８

日の各新聞紙上で報じられたように、環境保全専門家

会議が京都府知事と亀岡市長に、京都スタジアム（仮

称）の建設予定地を隣接地に変更するよう提言した。

このことは亀岡市の今後のまちづくりはもちろんであ

るが、駅南に位置する城下町地区にとっても大きな影

響を与えると考えられ、当面の最大の関心事である。

その後の経過についてはメディアや桂川市長のインタ

ビュー発言のみで新しいことは見えてこなかったとこ

ろであるが、先日６月３日の全員協議会で予定地変更

の提言以降の経過が市長から説明された。その内容は、

各関係者との協議がこれからであり、検討すべき課題

であるとのことである。中でも注目すべきは、仮定の

こととしながらも、不足額３０億～４０億円との数字

が出てきていることである。 

以上のような観点から問う。 

（１）現時点での市の考え方は。 

（２）京都スタジアム（仮称）の予定地変更が、駅南

城下町地区にどのような影響を与えると考える

か。 

 

城下町地区には亀岡市民の利用する多くの公共施設

がある。このことは亀岡市の生い立ちから見れば当然

のことである。今日まで、利用する人も亀岡地区に住

まう人も、駐車場の課題はあるものの、互いに受け入

れ、市民理解があった。 

ところが、亀岡会館・中央公民館・厚生会館・文化

資料館等は、経年劣化や耐震強度不足により、文化資

料館以外は使用停止となっている。また、医王谷埋立

処分場・旧亀岡幼稚園跡地についても利用方法が決ま

っていない。 

（１）医王谷埋立処分場跡地の現況と見通しは。 

（２）旧亀岡幼稚園の跡地の現況と見通しは。 

（３）亀岡会館の検討状況は。 

（４）厚生会館の検討状況は。 

市長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所管部長 
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３ にぎわい創出

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 病院事業につ

いて 

 

 

 

 

 

 

（５）中央公民館の検討状況は。 

（６）文化資料館の検討状況は。 

 

俳優の榎木孝明氏が時代劇の衰退や、技術の劣化は

一朝一夕には取り戻せないと、失われつつある日本文

化継承のため、時代劇映画の聖地である京都に「時代

村」建設の構想を持たれている。 

この構想は国を挙げての運動へと呼びかけられてい

るようであり、既にこの運動の拠点となる「時代村」

には京丹波町が協力予定のようである。この構想に関

連して問う。 

（１）現段階での状況把握はできるのか。 

（２）亀岡市参画の考えは。  

 

玉井市立病院長が病院事業管理者職務代理者から病

院事業管理者になられたが、亀岡市民の命を守る市立

病院の今後について問う。 

（１）新病院長就任以降１年４カ月を経過して、どの

程度経営が改善できたか。 

（２）名実ともに経営と医療の最高責任者となられた

が、今後の病院運営についての抱負は。 

 

 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院事業管理者 

7 藤本  弘 

6 月 14 日(火) 

16:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 地方創生交付

金について 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

２ 「森の京都博」

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 出生率の増加 

について 

 

 

 

 

 

市区町村に配分される地方創生加速化交付金の都道

府県別の平均額について、京都府は５８４７万円で全

国１位と発表された。１６広域事業を提案、１１事業

が採択され、申請額に対する交付額の割合（採択率）

も７４．７％と全国平均を大きく上回る。府内市町村

別にみると、京丹後市が９千万円で１位、採択率７１．

７％。２位が３市で京都市・長岡京市・南山城村の８

千万円。最下位は向日市で０円、０％となっている。 

（１）亀岡市は府下何位で、交付決定額はいくらか。 

（２）亀岡市は何件提案し、何件採択されたのか。 

（３）採択された企画の主な内容は。 

（４）採択率は何％か。  

 

４月１日から「海の京都博」に続いて「森の京都博」

がスタートした。１０月８日には宇治市・山城総合運

動公園にて「お手入れ行事」が、１０月９日には南丹

市の府民の森ひよしで全国育樹祭「式典行事」が行わ

れる。府や府観光連盟から「森の京都博」のガイドブ

ックも発刊されている。 

（１）亀岡市は、府と連携してどのような企画を考え

ているか。 

（２）「海の京都博」と比較して、少し勢いが足りな

いように見えるが、亀岡市として広報・宣伝には

どのように取り組んでいるか。 

 

厚生労働省の人口動態統計が発表され、２０１５年

の合計特殊出生率が１．４６人となり、前年度より０．

０４ポイント上昇した。京都府の合計特殊出生率は１．

２６で、５年連続のワースト２位である。 

（１）亀岡市の合計特殊出生率はいくらで、府下では

何位か。 

（２）亀岡市の昨年の死亡数から出生数を差し引いた、

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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４ ファミリーサ

ポートセンター事

業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 雑水川拡幅整

備事業の早期促進

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口の自然減は何人か。 

（３）今後の対策は、どのように考えるか。 

 

地域子ども・子育て支援事業の一つとして、ファミ

リーサポートセンター事業が実施されている。子育て

を地域で相互援助するための調整等を行う組織とし

て、現在は、社会福祉協議会が市の委託を受けて運営

されている。 

（１）現在における「おねがい会員」と「まかせて会

員」の会員数は。 

（２）「まかせて会員」の活動状況、また、実際に活

動されている人数は。 

（３）１日の援助依頼はどれ位あり、マッチング数は

どれ位か。 

（４）１カ月では、援助依頼がどれ位あり、マッチン

グ数はどれ位か。 

（５）「まかせて会員」になってもらうには、何か条

件はあるのか。 

（６）平日の利用料金は、朝の７時から夜の８時まで

で、１時間７００円と聞くが、城陽市では料金は

７００円で、会員負担が５００円、あとの２００

円は市負担と聞く。亀岡市でも、このような援助

をする考えはあるか。 

「おねがい会員」と「まかせて会員」の地域が離れ

ると、ガソリン代は「おねがい会員」の負担となる。

「まかせて会員」をまんべんなく地域に配置すること

が望まれるが、この制度はまだまだ知れ渡っておらず、

今後の周知とＰＲが必要である。 

（７）今後、「まかせて会員」を増やしていくために

は、市としてどのように考えるか。 

 

 進捗状況が、目に見えて進んでいない。 

（１）雑水川下流の春日橋、春日小橋の測量は昨年さ

れていたが、改修工事はいつから始まるのか。 

（２）南郷池も雑水川の一部となっているが、堆積土

砂の撤去はどのように考えるか。 

（３）雑水川から南郷池へ流入する入り口が狭くなっ

ているために氾濫する。その拡幅整備はいつ頃、

どのように行われるのか。 

（４）緑橋から上流の北町橋、さらには上流の拡幅整

備は、ここ数年、全く進捗が見られない。いつ頃、

整備が行われ、また、いつ頃、完了するのか。 

（５）雑水川拡幅整備事業工事の進捗状況の地元説明

は、どのようにしているのか。 

（６）緑橋から上流の市役所へと続く、雑水川護岸を

工事と合わせ、フラワーロードとして整備しては

どうかと考える。地元要望もあるが、その考えは

あるか。 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

8 齊藤 一義 

6 月 15 日(水) 

10:00～ 

 

※一問一答 

１ 企業誘致につ

いて 

 

 

 

市民福祉、行政サービス向上で「住み続けたいまち」

になるには、財政力の脆弱な本市においては税収確保

が必要であると考えるが、本市においては、財政力指

数も３カ年平均０．５８０と弱く、特に工業において

は、隣接する南丹市と比べて、本市では大企業が少な

市長 

所管部長 
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２ エコトピア亀

岡について 

 

 

 

 

 

３ 本市の象徴に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 新国道９号に

ついて 

 

 

 

 

 

 

５ 学校規模適正

化、公立保育所の

配置について 

 

 

 

 

 

 

 

 

く中小企業が多い状況と見受けられる。 

（１）本市と南丹市の工業事業所数は。 

（２）本市と南丹市の工業生産額は。 

（３）本市と南丹市の１事業所当たり平均従業員数は。 

（４）本市と南丹市の工業用地面積は。 

（５）大企業誘致のためには、用地が重要となるが、

京都府との規制見直し等の協議は。 

（６）本市のトップセールスマンである市長の企業訪

問を行う考えは。 

 

平成１９年の供用開始から平成３３年まで１５年間

稼働とされているが、財政健全化に向けても、公共施

設長寿命化計画に基づき、ごみの減量化に努められ、

埋立ごみの最終処分場の延命化が図られている。 

（１）地元自治会とボタンのかけ違いが続いているよ

うであるが、桂川新市政になって改善されたか。 

 

観光客や移住予定者に本市を選んでいただくために

はイメージアップが必要と考える。そこでこの度、日

本地質学会が創立１２５年記念として全国４７都道府

県の特徴的な石を選定された結果、京都府からは「府

の石」として薭田野町の「桜石」が選ばれた。 

（１）「桜石」を本市の「市の石」としてはどうか。 

（２）市の花は「つつじ」で、市の木は「さくら」で

あるが、京都サンガＦＣのサンガカラーが紫色で

あり、明智光秀ゆかりの「桔梗」をもう一つの市

の花としてはどうか。 

（３）亀岡と言えばもちろん話題の絶滅危惧種の「ア

ユモドキ」をシンボルとして「市の魚」にしては

どうか。 

 

南丹管内約１３万人の緊急輸送道路の位置付けでは

あるが、一定の雨量で通行止めになる京都縦貫自動車

道やボトルネックの老ノ坂峠、特に一桁国道であるに

もかかわらず片側１車線である国道９号の拡幅または

バイパス化が本市の発展のために不可欠であると考え

る。 

（１）新国道９号推進協議会を立ち上げてはどうか。 

 

学校規模適正化検討会議で検証・検討されているが、

児童生徒数の推移をみて、東・西別院小学校から別院

中学校への進学率が非常に低い状況である。また、亀

岡市土砂災害ハザードマップで土砂災害警戒区域に立

地している別院保育所の危険度を思い質問する。 

（１）別院中学校の南桑中学校への統廃合の考えは。 

（２）土砂災害警戒区域は「土砂災害により、住民の

生命または身体に危害が生じる恐れがある区域」

とされている。この地にある別院保育所の今後の

対策は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

9 並河 愛子 

6 月 15 日(水) 

10:45～ 

 

１ スタジアム建

設について  

 

 

スタジアム建設について４月２７日、亀岡市都市計

画公園及び京都スタジアム（仮称）に係る環境保全専

門家会議の座長提言が示された。アユモドキの生息に

関わっての問題、水害や財政問題等市民にとっても賛

市長 

所管部長 
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※一問一答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生活保護制度

について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 就学援助制度

について 

 

 

 

 

 

 

 

４ 子どもの貧困

について 

否両論ある中、進められてきたが、まちづくりにとっ

ても大きな争点となっている。スタジアム建設につい

て質問する。 

（１）京都府と亀岡市が共同設置した環境保全専門家

会議が緊急に非公開で開催されたと聞いている

が、亀岡市からは誰が出席されたのか。 

（２）会議の概要、出された意見、座長提言としてま

とめた経緯など、内容を議会や市民に明らかにす

べきである。これらについて説明すべきでは。 

（３）会議としての総意なら「提言」でよいと思うが、

何故「座長提言」なのか。 

（４）用地変更に言及した「座長提言」は、会議の目

的や権限を逸脱しているのではないか。 

（５）市の財政が厳しいとして、一律カットなど市民

の暮らしにも影響が出ている。スタジアムの５０

億円は聖域でなく、財政面からもスタジアム建設

計画は白紙に戻すべきと考えるがどうか。 

 

生活保護制度が過去３年にわたって改正された。削

減された部分もあり、受給者の生活にとって大きな問

題である。 

（１）生活保護についての基本的な考え方についての

所見は。 

（２）本市の受給状況はどうか。 

（３）主な改正は何か。 

（４）関係者への周知はどうか。  

（５）ケースワーカーの人数は十分か。 

（６）月々の明細を明らかにすべきと思うがどうか。 

 

義務教育は無償の原則に立って子育て支援をすべき

である。 

（１）申請状況はどうか。 

（２）申請基準を４月、５月も含めて前年度の所得を

基準に改善すべきではないか。 

（３）就学児童家庭への事前案内をすべきではないか。 

（４）入学準備金は入学までに支給するように改善す

べきではないか。 

 

厚生労働省の調査によれば、１９８５年に１０．９％

であった子どもの貧困率は年々増え、２０１２年には

１６．３％まで増加し、大きな社会問題となっている。 

（１）本市における実態はどうか。 

（２）具体的な本市の取り組みはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

10 竹田 幸生 

6 月 15 日(水) 

11:30～ 

 

※一問一答 

 

１ ＪＲ千代川駅

整備促進について 

 

 

 

 

 

 

２ 千代川町地内

交通死亡事故対策

バリアフリー基本構想（千代川駅周辺地域）に基づ

き東側広場が整備され、今後、駅利用の利便性向上を

図る取り組みが期待されている。利用促進に向けた要

望もされ進捗が注視されている。 

（１）亀岡市では、バリアフリー化に向けた基本設計

の予算が計上されているが、その他、具体的な進

捗はあるのか。 

 

平成２８年５月１３日、千代川町の国道９号におい

て交通事故が発生し、尊い人命が失われた。交差点改

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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について 

 

 

 

 

 

３ プラスチック

製容器包装分別回

収について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 保育所保育料

滞納処理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 介護保険（予

防給付）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 母子保健事業

について 

 

 

 

 

 

 

 

良も含めた事故再発防止に向けた取り組みが必要であ

る。 

（１）当該の交差点は通常の交差点と異なっており、

思い違いが起こる可能性もあり、関係機関に改良

の要望が必要であると考えるがどうか。 

 

平成２６年１０月からプラスチック製容器包装の分

別回収が実施されている。回収により、焼却炉の熱源

としての影響はないか。また、事業効果が増大した場

合の方向性はどう考えるのか。 

（１）分別回収が定着してきているが回収の実績の現

状はどうか。 

（２）プラスチック製容器包装は熱源としてカロリー

が高いが、回収に出された量の減少に伴う炉の温

度維持に影響はないか。 

（３）サーマルリサイクル等の考え方からプラスチッ

ク製容器包装の分別回収の中止を行う自治体もあ

るが、どのような事情によるものか。 

（４）今後、事業の状況により費用対効果の分岐点に

なることも考えられるがどのように政策的に対応

するのか。 

 

 保育所保育料の滞納額が多額になってきており、滞

納に対する取り組みも行われているところである。保

育所保育料滞納に対して地方自治法等の法律による事

務処理を今以上に進める必要があると考える。 

（１）滞納額の現状はどうか。 

（２）保育所保育料滞納に対してどう処理を行うのか。 

（３）時効を迎えた滞納額はいくらか。 

（４）不納欠損処理はどのような状況か。 

（５）不納欠損処理を行った滞納者に対してペナルテ

ィ的なものはあるか。 

  

新たな制度に基づく介護予防・日常生活支援総合事

業が亀岡市においては、平成２９年４月から実施され

る。実施事業（メニュー）の整備や介護予防ケアマネ

ジメントの要である地域包括支援センターの役割が大

きくなる。平成２８年の進捗状況を確認する。 

（１）既存の介護予防給付に加え、日常生活支援総合

事業の受け皿の整備はどのような状況か。 

（２）地域包括支援センターの機能の平準化がより求

められるがどのように考えるか。 

（３）基幹的地域包括支援センターの構築が必要と考

えるがどうか。 

 

 ６月定例会の補正予算で子育て世代包括支援センタ

ー設置に向けた予算が計上されている。子育て支援が

充実されることは、大いに賛成するところである。内

容は常任委員会で詳細に審査されるが、それに至るま

での内容を確認する。 

（１）子ども・子育て支援法に基づく市町村設置でな

く、業務委託になった理由は何か。 

（２）子育て支援は、本市において重要な市民サービ

スの一つであるが、なぜ当初予算ではなく補正予

 

 

 

 

 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所管部長 
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７ 千代川小学校

学級編成について 

算による事業実施になったのか。 

（３）関係機関と連携するためのシステムは構築され

ているのか。 

 

千代川小学校は今年度１０９名の１年生を迎え、児

童数は５２６名となり、児童の増加は大きな喜びとな

っている。１年生は４クラスとなったが、４年生が３

クラス編成から２クラス編成に変更となり、保護者を

はじめ地域の関係者から「なぜ」との疑問の声が聞か

れる。経過の確認をする。 

（１）京都式教育の少人数指導を行うため京都式少人

数による学級編成を解除して２クラスとしたの

か。 

（２）これまで京都式少人数による学級編成を解除し

て京都式教育の少人数指導とした例はどれぐらい

あるのか。 

（３）現在の少人数教育の場としている教室の環境は

整備されているのか。 

 

 

 

 

 

教育長 

所管部長 

11 山本由美子 

6 月 15 日(水) 

13:30～ 

 

※一問一答 

 

１ 防災減災対策

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 認知症対策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本地震により、熊本県内の指定避難所が建物の損

壊や周辺の土砂崩れなどで被害を受け、閉鎖や一部閉

鎖の措置が取られた。また、福祉避難所においても建

物の損壊やスタッフの確保ができなかったり、健常者

ら一般避難者が殺到したことから福祉避難所の開設を

断念したところもある。 

（１）学校施設など非構造部材の耐震化の現状と点検

状況、耐震化計画は。 

（２）災害用マンホールトイレを拡充する考えは。 

（３）福祉避難所の指定状況と今後の計画は。（一般

の避難所に福祉避難スペースを確保するなども含

め） 

（４）熊本地震の状況を踏まえて実効性ある福祉避難

所の運営に向けての取り組みは。 

（５）熊本地震の教訓から学ぶべきことは。（職員の

現地派遣等を通じて、本市に生かすべきことなど） 

 

我が国の認知症高齢者の数は、２０１２年で４６２

万人と推計されており、２０２５年には約７００万人、

６５歳以上の高齢者の５人に１人に達することが見込

まれている。厚生労働省では、団塊の世代が７５歳以

上となる２０２５年を見据え、認知症の人の意思が尊

重され、できる限り住み慣れた地域の良い環境で自分

らしく暮らし続けることができる社会の実現を目指

し、昨年１月に「認知症施策推進総合戦略～認知症高

齢者等にやさしい地域づくりに向けて～」（新オレン

ジプラン）を策定した。 

（１）認知症初期集中支援チームの設置に向けての進

捗状況は。 

（２）認知症ケアパスの策定状況は。 

（３）認知症事前登録制度を生かして、反射材ステッ

カーなどを導入する考えは。 

（４）おでかけあんしん見守り隊（事業所）やメール

サポーター（個人）を募集し、捜索や見守りのネ

ットワークづくりを構築していく考えは。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 

 

 

３ 子どもの予防

接種について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 白地地域の活

性化対策について 

 

 

平成２８年２月５日に開催された厚生科学審議会予

防接種・ワクチン分科会基本方針部会において、Ｂ型

肝炎ワクチンを平成２８年１０月から予防接種法に基

づく定期接種にすることが了承された。 

（１）Ｂ型肝炎ワクチンの定期接種実施に向けての取

り組みは。（周知方法など） 

（２）Ｂ型肝炎ワクチン定期接種の対象から外れる乳

幼児にも、経過措置として公費助成を実施する考

えは。 

近年、予防接種の種類が増えたことで、接種時期や

間隔が複雑化し、スケジュール調整が難しい。「予防

接種ナビ」を導入することにより、スケジュール管理

の負担軽減や接種漏れ・接種間違いの防止の一助にな

ると考える。 

（３）予防接種に対する問い合わせ状況は。（主な内

容、件数など） 

（４）予防接種の通知、終了確認、未接種児に対する

勧奨方法は。 

（５）予防接種の接種率と接種率向上に向けての取り

組みは。 

（６）流行性疾患情報について情報提供の方法は。 

（７）「予防接種ナビ」を導入する考えは。 

 

 桂川市長が策定された「かめおか・未来・チャレン

ジビジョン」の中に、白地地域の活性化対策として「空

き家が増加しても、新興住宅地区にいつまでも住むこ

とができるよう幹線道路の準市道化を行い、住民の負

担減と安心できる住環境の整備を図ります。」と記さ

れている。 

（１）準市道認定の基準と取扱いについての考えは。 

（２）準市道に関する条例を定めるなど具体化してい

く時期の目途は。 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 奥村 泰幸 

6 月 15 日(水) 

14:15～ 

 

※一括 

 

１ 投票区・投票

所の見直しについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまで公職選挙法の改正により、期日前投票制度

の創設や投票時間の延長など、投票しやすい環境づく

りが進められてきたが、本市の投票率は年々低下の傾

向にある。その現状を踏まえ質問する。 

（１）投票所の設置については、投票所までの距離、

１投票所当たりの有権者数など、国の設置基準を

参考にしているのか。 

（２）国の設置基準から考察して、「投票区・投票所

の見直し案」を策定し、投票区・投票所の大幅な

見直しを行う必要があると思うが、見解は。 

（３）期日前投票の投票所の設置については、１カ所

以上とされているが、多くの有権者が期日前投票

制度を利用されていることから、期日前投票の投

票所を増設してはどうか。 

（４）選挙権年齢を２０歳以上から１８歳以上に引き

下げる改正公職選挙法が成立した。今回の参議院

議員通常選挙から適用されるが、本市の対象有権

者数は。 

（５）若年世代の投票率低下が進む中、いかに政治に

関心を持ってもらうか。その対策は。 

選挙管理委員会

委員長 
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２ 亀岡市新火葬

場整備検討審議会

について 

 

 

 

亀岡市新火葬場整備検討審議会について質問する。 

（１）地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づ

き、亀岡市新火葬場整備検討審議会条例を制定し

て１年半が経過したが、審議会はいまだに設置で

きていない。なぜ設置できないのか。その経過は。 

 

 

所管部長 

13 三上  泉 

6 月 15 日(水) 

15:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 京都スタジア

ム（仮称）建設と

アユモドキの保全

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校給食につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学校規模適正

化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年３月定例会で、市長は、「現予定地での

建設が不可能な場合の代替案は考えていない。保全と

公園整備の両立は可能である。」と言明したが、その

１カ月後の４月２７日、環境保全専門家会議座長提言

は、実質現予定地での建設は難しいという結論を出し

た。 

（１）どの自治体のどんな事業でも、もし無理な場合

や不測の事態に備えた対応策を準備するなど、リ

スクマネジメントを施すのが当たり前であるが、

京都スタジアム（仮称）を含む京都・亀岡保津川

公園事業については、これらを怠って、税金を投

入してきたと言わざるを得ない。市長としてどの

ような責任を感じているのか。 

（２）市長の、議会答弁やこの間のマスコミに対する

発言の中に、「スタジアムができなければアユモ

ドキも守れない」というのがある。市民からは「意

味がよくわからない」という声をさかんに受ける。

これはどういう意味か。 

（３）スタジアムの有無にかかわらず、アユモドキの

保全に力を入れることができないのか。 

（４）亀岡市がより注目され、世界から評価と支持・

支援をうけるためにも、スタジアムに固執せず、

世界から注目されるアユモドキをはじめとする豊

かな自然との共生を、亀岡のまちづくりのシンボ

ルにすべきだと考えるが市長の所見は。 

 

中学校給食についての検討が始まっていると聞く。

学校給食に対する基本的な考え方と、中学校給食の実

施に向けての具体的な計画について市長に問う。 

（１）学校給食の目的・意義とは何か。 

（２）学校給食の目的や意義に照らして、亀岡市で実

施している小学校給食と、これから実施を検討し

ていく中学校給食をどのように考えているのか。 

（３）中学校給食実施に向けての計画と、現在の検討

の到達点を明らかにされたい。 

 

教育委員会が基本計画を打ち出し、早速、地域別推

進協議会を開催した。基本的な考え方と、小規模校へ

の考え方、大規模過密校対策について問う。 

（１）基本的な考え方の「必要性」は、小規模校を対

象としたものに限っている。 

 ①市が人口減少を食い止める目標と計画を掲げるの

に、人口減少を前提にしているのは、まちづくり

の観点で整合性がないのでは。 

 ②大規模校の課題解消こそ急務であると考えるが、

言及されていないのはなぜか。 

（２）小規模校では「子どもの成長に悪影響が及ぶこ

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 
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４ 小・中学校の

必要経費について 

 

とが心配される」という文言には疑義がある。 

 ①議会での教育長答弁、「学校規模の違いによって、

学力等の教育効果に大きな差が生じている現状に

はないと考えております。」「複式学級の教育効

果が劣るというデータなどはありません」の認識

は今もその認識でよいか。 

 ②課題があっても、学校や教育委員会の努力で、小

規模校でも安心して学べる教育環境を整えると、

地域・保護者に伝えて努力するのが教育委員会の

責務である。「子どもの成長に悪影響が及ぶ」な

どは、地域・保護者に不安を煽る、行き過ぎた表

現ではないか。 

（３）アンケート結果を引用したと思われる必要性の

理由について 

 ①「多い方がよい」という回答を、「改善を求める

声」とするのならば飛躍しすぎている解釈だと考

えるが所見は。 

 ②教育の専門家である教職員の回答などが、提言か

ら方針までの流れにあまり反映されていないのは

なぜか。 

（４）大規模校の課題の解消に向けての具体的施策が

不十分ではないか。 

 ①「基本方針」の「適正化の手法」には、大規模校

対策として、学校の増改築もうたわれているが、

「地域別の規模適正化の方向性」の中では、この

選択肢がどこにも書かれていないのはなぜか。 

 ②安詳小学校の過密化解消の手法として、なぜ、学

校の新設、増改築の選択肢がないのか。 

 

どこの学校からも、消耗品費が足りない、深刻な事

態だという声を聞く。 

（１）経費節減をぎりぎりまで努力している学校の現

状を認識しているのか。 

（２）昨年度に比べて、消耗品費など学校への予算を

どのように配分したのか。 

（３）望ましい教育環境のために、必要な財政措置が

求められるのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

14 平本 英久 

6 月 16 日(木) 

10:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 空き家対策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 交通安全対策

「空家等対策の推進に関する特別措置法」関連の取

り組みについて問う。 

（１）空き家の実態把握や地図への落とし込み後の進

捗はどのようになっているのか。 

（２）把握した空き家の各担当所管の整理はできてい

るのか。 

（３）管理不全と思われる空き家等で、所有者に対し

て相談対応や指導した実例はあるのか。 

（４）空き家等対策計画の作成の進捗はどうなってい

るのか。 

（５）空き家対策に向けて、協議会設立等の進捗はど

のようになっているのか。 

（６）今後の空き家対策に向けてのタイムスケジュー

ルや、利活用の案はどのように考えているのか。 

 

本市における交通安全対策について問う。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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について 

 

  

 

 

 

 

 

３ 災害対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 安全安心を目

指す本市の取り組

みについて 

 

 

 

 

 

５ 亀岡会館に代

わる文化施設につ

いて 

 

 

  

 

 

（１）市道中矢田篠線の全線開通後の交通量の調査結

果は出ているのか。 

（２）現時点での市道中矢田篠線の安全対策を講ずる

べき箇所や課題はあるのか。 

（３）中学生の通学路であり高齢者施設もある市道中

矢田篠線の篠区間において、安全確保は今後どの

ように取り組むのか。 

 

何時起こるとも限らない地震や風水害等の災害対策

について問う。 

（１）災害対策を行う上でどこが主たる所管に当たる

のか。 

（２）災害が起こった場合の職員の対応はどのように

なるのか。 

（３）災害時には自衛隊、警察や消防等、各組織との

連携が重要となるが連携は万全か。 

（４）今後、災害対策をさらに拡充するための方策は

検討しているのか。 

 

本市においての安全・安心のまちづくり実現に向け

ての取り組みについて問う。 

（１）各地域での防犯街路灯の増設は進んでいるのか。 

（２）今後、更なる防犯街路灯の充実に向けてどのよ

うに取り組むのか。 

（３）防犯カメラ設置についての今後の取り組み状況

は。 

 

 使用できない亀岡会館に代わる交響ホールの必要性

について問う。 

（１）ガレリアかめおかにおいて、仮設での音響整備

を行うことは検討しないのか。 

（２）交響ホールの必要性が求められているが、建替

えや場所を変えての建設について検討はしている

のか。 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

所管部長 

 

15 石野 善司 

6 月 16 日(木) 

10:45～ 

 

※一問一答 

 

１ 敷地内ごみ放

置実態について 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生活保護制度

と若年者対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

他人にとってごみと思える物が屋外玄関前に足の踏

み場もないほど置かれ、また、玄関横にはビニール袋

に入った物が軒下まで山のように積み上げられ、悪臭

や害虫の発生、火災の恐れなど地域の安全を脅かすだ

けでなく、周辺住民の生活環境の悪化を招いている。 

（１）所有者に対してどの様な呼びかけ、連絡を行っ

ているのか。 

（２）効果的な対策が早急に必要だと考えるがどうか。 

（３）適正な管理や処分を行う条例設置の考えは。 

 

生活保護はセーフティネットの最後の砦であり、生

存権を守るためには必ず維持していかなければならな

い最も重要なシステムである。生活保護制度自体は国

の制度であり、支給の決定に関しては基礎自治体の権

限である。 

（１）本市の生活保護受給世帯のうち、最も低い受給

額は。 

（２）諸々の加算を加えて最も高い受給年額は。 

（３）保護受給者の年代別構成は。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ セーフコミュ

二ティ、安全・安

心のまちづくりの

実践について 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）生活保護の対象となることで減免、あるいは免

除の対象となる可能性がある公の制度に関しては

どのようなものがあるか。 

（５）生活保護の対象とならない場合に負担しなけれ

ばならない、その制度の最低の年額はいくらか。 

（６）生活保護の対象になることによって減免、ある

いは免除の対象となる民間の制度にはどのような

ものがあるか。 

（７）生活保護の相談から申請、受給の決定、更新と

いうサイクルの中で、本市はどのような役割を担

い、どの部分において責任を負うのか。 

（８）不正受給の防止のためにどのような措置を講じ

ているのか。 

（９）就労支援プログラムによる生活保護からの自立

支援で、参加条件のうち、就労意欲があるという

ことは、どのような意味を指しているのか。 

（１０）昨年度、就労支援者のうち、就労に結びつい

て生活保護から自立された人は何名か。 

（１１）若者向けの就労支援プログラムを組むべきで

あると考えるがどうか。 

（１２）本市のケースワーカーを若年者に厚く配置さ

せるべきだと考えるがどうか。 

（１３）今後の展望は。 

 

平成２５年２月２３日にセーフコミュ二ティの再認

証を取得し、さらなる安全・安心のまちづくりを、国

内はもちろん世界に向けて発信したところであるが、

亀岡市の交通死亡事故ゼロの記録が本年２月、連続８

４０日でストップした。また、悪質な自転車運転者に

安全講習を義務付ける改正道交法の施行後１年が経過

し、巡回は強化され、摘発は１万件を超えたが、悲惨

な事故は後を絶たない状況である。 

（１）本市での自転車事故の現状は。 

（２）自転車利用者へのルール順守と指導啓発の徹底

の考えは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 奥野 正三 

6 月 16 日(木) 

11:30～ 

 

※一問一答 

 

１ 広域幹線道路

の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 水害対策につ

いて 

 

 

本市を通る国道、とりわけ西部地域に関わる国道を

含めた周辺各幹線道路の整備と、今後の進捗状況につ

いて問う。 

（１）国道４２３号について、現状と今後の方向は。 

（２）国道３７２号（八田方面）の工事の進捗状況は。 

（３）国道４７７号の位置付けと、通行車両に伴う問

題についての認識は。 

（４）府道宮前千歳線、鳴滝工区の拡幅工事の今後の

計画は。 

（５）国道３７２号柿花診療所の一部狭くなっている

箇所の現状と今後の見通しは。 

（６）府道天王亀岡線、本梅町井手地区の拡幅工事後

の舗装工事計画は。 

 

 梅雨の時期となり、集中豪雨による水害対策につい

て問う。 

（１）台風による大路次川・千ケ畑川・本梅川の被害

に対する対応は。 

市長 

所管部長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長  
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３ スポーツ施設

の整備について 

 

 

 

 

 

 

（２）本梅川の中野大橋からＪＡ京都亀岡西部支店の

間の両岸の整備と、今後の水害を予想し、防止す

る対策が必要と考えるが、どうか。 

   

 本市のスポーツ施設の一つである、月読橋球技場は 

各種競技団体をはじめ、多くの市民が利用されている。

その中で施設に問題点もあり整備が必要と考える。 

（１）水洗トイレの設置、増設の考えは。 

（２）球技場周辺の防球ネット及び支柱の補強の考え

は。 

（３）水はけ、雑草等に対する対策が必要と考えるが、

どうか。 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

     

17 小川 克己 

6 月 16 日(木) 

13:30～ 

 

※一括 

 

１ 市長のチャレ

ンジビジョンの実

現について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 防犯カメラの

設置について 

 

 

 

 

 

３ 通学路の安全

対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 かめおか・未来・チャレンジビジョンに掲げられて

いる「選ばれるまち・住み続けたいまち・新たな亀岡

市の実現」について、市長の目指すまちとはどのよう

なものなのか。 

（１）「選ばれるまち」として、市長の考える「選ば

れるまち」の魅力は何であると考えているのか。 

（２）「住み続けたいまち」として、市長の考える「住

み続けたいまち」の魅力は何であると考えている

のか。 

（３）「新たな亀岡市の実現」に向け、どのようなこ

とをめざし取り組んでいこうと考えているのか。 

 

過去、池田市や寝屋川市において悲惨な事件が発生

し、その後、学校では登下校の見守りや様々な安全対

策が進められてきた。防犯カメラは、犯罪抑止や犯罪

捜査・検証に大きく活躍すると考える。 

（１）小・中学校の防犯カメラの設置状況は。 

（２）今年度の設置予定と今後の方向性は。 

 

通学路の安全対策については、路面標示やカラー化

等による明示なども進められてはいるが、危険な状況

が未だに見られる。 

（１）篠町安詳小学校区や詳徳小学校区で行われてい

る速度規制やゾーン３０による効果は。 

（２）今年度の市道川関小林線の安全対策の予定や速

度規制の考え方は。 

（３）市道清草７号線の通学時間帯の車両通行規制に

ついての考え方は。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

18 酒井安紀子 

6 月 16 日(木) 

14:15～ 

 

※一問一答 

 

１ 投資の考え方

とまちづくりの進

め方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタジアム用地買収にあたっては、様々な問題提起

があり、大きなリスク要因の存在が明らかにされてい

たにも関わらず、それらへの対応が明確でないまま巨

額の税が用地買収に投入されることとなった。その後、

スタジアムをその用地に建設すべきではないという結

論が出された。 

（１）どこに問題があったと考えているのか。 

（２）新用地での建設について調整を始めているが、

他の選択肢との比較検討の内容は。 

（３）スタジアム建設実現の前提となる条件は何であ

ると考えているのか。 

（４）それらの条件が整わなかった場合を想定してい

市長 
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るか。 

（５）京都・亀岡保津川公園はどう整備するつもりか。 

（６）スタジアムへの期待を前提とした後期基本計画

をどう扱っていくのか。 

 


